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「うんとこ どっこいしょ！」
　10月８日(日)『三原地区ふれあい大運動会』での
保育所種目。お父さんたちを相手に、力いっぱい綱
を引きました。

今月の主な内容

平成28年度決算公表� ���� P４～５
議会かわもと��������� P６～９
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川
本
小
学
校
運
動
会

川本町  秋の大運動会
　９月から10月にかけて、夏の暑さも和らぎ“スポーツの秋”が到来。町内の各所で運動会が開催さ
れ、子どもから大人まで秋の爽やかな気候の中、笑顔で競技に参加されていました。

9/16
㈯

川
本
中
学
校
体
育
祭

9/9
㈯
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川
本
保
育
所
運
動
会

10/7
㈯

9/30
㈯

因
原
保
育
所
運
動
会

三
原
地
区
ふ
れ
あ
い
大
運
動
会

10/8
㈰

第
43
回
川
本
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
運
動
会

10/1
㈰
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① 普 通 会 計 の 決 算

　平成28年度一般会計・特別会計の決算が町議会９月定例会で認定されました。
　町民のみなさんに納めていただいた大切な税金や国・県からの補助金などのお金が、どのくらい
入ってきたのか、またどのように使われているのかをお知らせするため平成28年度決算を公表します。

決
算
規
模

　
前
年
度
と
比
較
し
て
歳
入
は
20
・
9
％
の
減
、

歳
出
は
20
・
7
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
財
政

の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
よ

り
1
・
3
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
89
・
5
％
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
普
通
交
付
税
の
減
額
や
地

方
消
費
税
交
付
金
の
減
額
が
主
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
入
決
算
の
特
徴

　
自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
町
税
の
収
入
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
比
1
・
7
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
取
り
組
ん
だ
庁
舎
移

転
事
業
等
の
大
規
模
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ

り
、
町
債
借
入
金
額
が
前
年
比
72
・
9
％
の
減
、

国
庫
・
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
町
道
三
原
古
市

線
整
備
事
業
の
開
始
に
伴
う
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
の
増
等
に
よ
り
、
前
年
比
3
・
2
％
増
、

普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
（
平
成
27

年
国
勢
調
査
結
果
を
反
映
）
に
伴
う
減
等
に
よ
り
、

前
年
度
比
1
・
4
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
自
主
財

源
割
合
が
18
・
7
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
・
県

の
補
助
金
や
地
方
交
付
税
に
依
存
し
た
歳
入
構
造

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

歳
出
決
算
の
特
徴

　

歳
出
は
前
年
度
比
20
・
7
％
減
で
あ
り
、
主
な

減
額
の
要
因
は
、
平
成
27
年
度
に
取
り
組
ん
だ
大

規
模
事
業
で
あ
る
庁
舎
移
転
事
業
、
デ
ジ
タ
ル
防

災
行
政
無
線
整
備
事
業
、
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
整

備
事
業
等
が
終
了
し
た
こ
と
で
す
。

自
主
財
源　
14.5
％

依
存
財
源　
85.5
％

町税 ３億2,355万円
町民税や固定資産税など

諸収入 9,260万円
介護保険事業委託料、学習交流センター
実費徴収金、造林事業受託収入など

繰入金 2,422万円
各種基金や他会計からの繰入金

使用料・手数料、財産収入、寄附金、繰越金、
分担金、負担金 ３億655万円
町営住宅使用料、ふるさと納税寄附金、
土地売払収入など

地方交付税 20億6,065万円
どの地域に住む人にも一定の行政サービスを
提供できるように、国が交付する税

国・県支出金 ７億234万円
道路整備や消防施設整備、臨時福祉給付金事業、
地方創生関連事業などに伴う補助金

町債 ３億9,402万円
道路や定住促進住宅、三原まちづくりセンター
などの整備を行うときの借入金

交付金ほか １億524万円
消費税や自動車重量税など国・県に納めた
税金の一部が一定の基準で交付されたもの

町税　8.1％
諸収入2.3％
繰入金0.6％
その他7.7％

その他 2.6％

地方交付税
51.4％

国・県支出金
17.5％

町債
9.8％

総務費 ８億8,649万円
庁舎管理費、悠邑ふるさと会館運営費、定住対
策事業、地域情報通信事業費、生活バス路線確
保事業、学習交流センター管理運営費など

民生費 ９億3,925万円
児童福祉、障害者福祉、高齢者福祉、生活保護
費などの福祉事業費、介護保険事業負担金など

公債費 ４億1,934万円
借入金の返済金（元金・利子）

衛生費 ３億2,711万円
健診などの健康づくりに係る費用やし尿・
ごみ処理費、簡易水道事業特別会計操出金
など

教育費 ３億745万円
小中学校、図書館、音戯館、
学校給食センターの管理費など

土木費 ４億8,468万円
町道の整備及び維持管理、
町営住宅の維持管理費など

農林水産業費
6.4％

農林水産業費 ２億5,139万円
農林業の振興、農業集落排水処理事業に
係る経費など

その他 ３億534万円
消防や救急の消防費、議員活動に係る経費で
ある議会費、商工会補助金、企業誘致に係る
経費である商工費、災害復旧費など

自主財源

依
存
財
源

18.7％

81.3％

その他
7.8％

土木費
12.4％

教育費
7.8％

衛生費
8.3％

公債費
10.7％

民生費
24.0％

総務費
22.6％

※町の人口：3,397人（平成29年３月31日現在・住民基本台帳人口）

平成28年度  決 算 公 表

歳入　40億917万円 歳出　39億2,105万円

町民１人当たりが負担した町税　95,246円 町民1人当たりに使われたお金 1,154,268円
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② 特 別 会 計 の 決 算 ③ 健全化判断比率及び資金不足比率

④ 町の借金と預貯金の残高の推移グラフ
　下のグラフは、町の過去10年間の町債（普通会計の借金）と基金（預貯金）の残高の推移です。
安定した行政サービスを提供するため町の借金を減らすよう努力していきます。

　固定資産台帳の整備と公共施設等総合管理計
画の策定が完了した。この策定の背景にあるの
は、耐用年数が40年から60年のインフラ資産
や建物資産が、一斉に改修や更新時期を迎える
という事実である。また資産の維持管理等にか
かるフルコストを見える化し、具体的な施設更
新計画を作成するため平成29年度から地方公会
計制度を導入する。例えば、平成28年度決算に
おける悠邑ふるさと会館の行政コスト計算書で
は、フルコスト91,195千円、収益6,504千円で

あり、維持管理の純コストは、84,691千円であ
る。全住民が１人あたり毎年25千円もの負担を
し、維持管理をしていることになる。
　策定された計画によると、このまま放置する
と公共施設全体の更新費用総額が平成43年から
平成47年にかけて急増し、その後も高レベルが
続く。こうした事態に陥らないためには、今後
10年間で、フルコストと便益比較による、具体
的な統廃合策の検討を早急に開始すべきであ
る。

会　計　名 歳　　　入 歳　　　出

国民健康保険 ５億5,658万円 ５億5,428万円

後期高齢者医療 １億3,290万円 １億3,288万円

簡易水道事業 ２億3,701万円 ２億3,274万円

農業集落排水
処 理 事 業 6,739万円 6,739万円

合　　計 ９億9,388万円
（前年比6.2％減）

９億8,729万円
（前年比6.0％減）

健全化判断比率 平成28年度 平成27年度 早期健全化
基 準

実質赤字比率 －％ －％ 15.0％
連結実質赤字比率 －％ －％ 20.0％
実質公債費比率 7.9％ 9.4％ 25.0％
将来負担比率 9.0％ 18.4％ 350.0％
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億

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

町債現在高
基金残高

52.9
46.4

42.4 38.8 38.9 38.2 36.9 35.5 32.6

43.0 42.9

6.2 4.6 6.1 9.2 12.3 14.5 16.1 18.7 18.917.0 17.4

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
簡 易 水 道 事 業 －％ 20.0％
農 業 集 落 排 水�
処 理 事 業 －％ 20.0％

　�町民１人当たり　町債残高　1,263,871円（前年比　14,956円増加）
　　　　　　　　　�基金残高　　555,572円（前年比���49,730円増加）

監査委員意見書（抜粋）

※�実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字が生じていないため「－」で
表示しています。

※資金不足比率は、資金不足が生じていないため「－」で表示しています。



こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

　
平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
８

日
か
ら
14
日
ま
で
７
日
間
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
三
宅
町
長
の
行
政
報
告
が

行
わ
れ
、
条
例
案
件
３
件
、
予
算
案
件

４
件
、
決
算
案
件
６
件
、
人
事
案
件
３

件
、
そ
の
他
案
件
１
件
、
発
議
２
件
の

19
議
案
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
３
名
の
議
員
か
ら
当

面
す
る
町
政
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
質
問
に
先
立
ち
、
決
算
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
決

算
に
つ
い
て
審
議
し
、
最
終
日
、
委
員

長
報
告
の
後
、
採
択
が
行
わ
れ
、
す
べ

て
の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

人

事

案

件

請 

願
・
陳 

情

臨

時

会

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、

全
員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

記

　
住　
所　
川
本
町
大
字
南
佐
木

　
氏　
名　
　

市
原　
和
正　
氏

　
住　
所　
川
本
町
大
字
川
本

　
氏　
名　
　

上
田　
香
苗　
氏

　
住　
所　
川
本
町
大
字
川
下

　
氏　
名　
　

室　
　

孝
子　
氏

受
理
番
号

　
陳
情
第
１
号

件　
　
　
名　
木
路
原
定
住
住
宅
地
付

近
に
防
火
水
槽
と
消
火
栓
の
設
置
の

陳
情
。

付
託
年
月
日

　
平
成
29
年
９
月
８
日

審
査
年
月
日

　
平
成
29
年
９
月
11
日

審
査
の
結
果

　
採
択
と
す
べ
き
も
の

　
平
成
29
年
８
月
２
日
、
第
３
回
川
本

町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
案
件
２
件
、

財
産
の
処
分
に
つ
い
て
１
件
が
提
案
さ

れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

決 算 特 別 委 員 会 審 査 報 告 書
議 案 番 号 付 託 事 件 名 審査結果

議案第71号 平成28年度川本町一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第72号 平成28年度川本町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第73号 平成28年度川本町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第74号 平成28年度川本町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第75号 平成28年度川本町農業集落排水処理事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

議案第76号 平成28年度川本町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定
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木
村
議
員

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
当
初
、
沿
線
市
町
に

各
市
町
内
の
資
産
の
一
括
無
償
譲
渡
を

打
診
し
て
い
た
が
、
新
た
な
提
案
で

は
、
道
路
や
河
川
で
区
切
れ
る
一
定
範

囲
も
無
償
譲
渡
の
協
議
を
行
い
、
将
来

的
な
経
費
負
担
も
検
討
す
る
案
に
つ
い

て
問
う
。

三
宅
町
長

　
川
本
町
と
し
て
三
江
線
鉄
道
資
産
活

用
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
個
別
の
施

設
や
用
地
か
ら
一
定
範
囲
に
広
げ
て
資

産
取
得
と
新
た
な
必
要
な
資
産
が
な
い

か
を
再
検
討
し
、
町
議
会
に
方
針
を
示

す
。

一 般 質 問
傍聴席風景

器
の
非
人
道
性
が
国
際
社
会
の
共
通
認

識
と
な
っ
た
が
、町
長
の
認
識
を
問
う
。

　
ま
た
、
核
戦
争
に
よ
る
人
類
絶
滅
の

危
機
か
ら
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
生
命

と
く
ら
し
を
守
る
こ
と
が
自
治
体
に
課

せ
ら
れ
た
重
大
な
使
命
で
あ
る
こ
と
か

ら
、「
非
核
自
治
体
宣
言
」
を
本
町
で

も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

三
宅
町
長

　
こ
の
条
約
に
は
核
保
有
国
が
参
加
し

て
い
な
い
の
で
、
実
効
性
に
疑
問
が
あ

る
。

　
「
非
核
自
治
体
宣
言
」
は
大
変
意
義

が
あ
り
、
本
町
か
ら
も
、
全
世
界
に
向

か
っ
て
核
兵
器
の
廃
絶
を
発
信
し
て
い

く
。

山
口
議
員

　
本
町
の
「
非
核
自
治
体
宣
言
」
実
施

に
関
す
る
町
長
の
力
強
い
答
弁
を
歓
迎

す
る
。

　

ま
た
、
本
町
と
し
て
、
政
府
に
対

し
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
日
本
が
速
や

か
に
禁
止
条
約
に
調
印
す
る
こ
と
を
求

め
る
。

木
村
議
員

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
「
一
定
期
間
」
負
担

す
る
と
し
て
い
た
「
運
営
コ
ス
ト
」
に

つ
い
て
、「
５
年
間
」
を
区
切
り
と
し

て
調
整
を
進
め
て
い
る
と
報
道
さ
れ
た

が
、
考
え
を
問
う
。

三
宅
町
長

　
５
年
間
保
障
に
対
し
て
は
重
要
で
あ

る
た
め
、
保
障
期
間
に
つ
い
て
は
島
根

県
に
申
し
入
れ
す
る
。

山
口
議
員

　
今
年
７
月
、
国
連
会
議
で
採
択
さ
れ

た
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
は
、
人
類
史

上
初
め
て
核
兵
器
を
違
法
化
し
、
核
兵

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」に
対

す
る
認
識
と「
非
核
自
治

体
宣
言
」の
実
施
を
問
う
。

三
宅
町
長
＝「
非
核
自
治
体
宣

言
」
は
大
変
意
義
が
あ
り
、
本
町

か
ら
も
全
世
界
に
向
か
っ
て
核
兵

器
の
廃
絶
を
発
信
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
「
三
江
線
資

産
の
一
定
範
囲
で
無
償
譲

渡
協
議
案
」
の
資
産
活
用

の
考
え
を
問
う
。

三
宅
町
長
＝
10
月
上
旬
に
回
答
す
る
。
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（
意
見
書
提
出
）

議

員

発

議

発
議
第
３
号

県
費
負
担
教
職
員
人
事
権
に
係
る
現
行

制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

　
右
記
の
議
案
を
左
記
の
と
お
り
川
本

町
議
会
会
議
規
則
第
13
条
の
規
定
に
よ

り
提
出
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
９
月
14
日
提
出

　
提
出
者

　
　

川
本
町
議
会
議
員　
片
岡　
通
泰

　
賛
成
者

　
　

川
本
町
議
会
議
員　
圓
山　
達
雄

　
　

川
本
町
議
会
議
員　
大
畑　
茂
久

　
　

川
本
町
議
会
議
員　
飯
田　
武
則

　
　

川
本
町
議
会
議
員　
石
川　
達
也

　
　

川
本
町
議
会
議
員　
高
良　
敏
幸

　
　

川
本
町
議
会
議
員　
木
村　
慶
五

　
　

川
本
町
議
会
議
員　
山
口　
節
雄

県
費
負
担
教
職
員
人
事
権
に
係
る
現
行

制
度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

　
現
在
、
松
江
市
・
出
雲
市
か
ら
島
根

県
に
対
し
、
県
費
負
担
教
職
員
の
人
事

権
を
当
該
市
に
移
譲
す
る
よ
う
要
望
が

な
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
移
譲
を
求
め
る
市
側
は
、
平
成
27
年

の
閣
議
決
定
で
中
核
市
へ
の
教
員
人
事

権
移
譲
に
つ
い
て
積
極
姿
勢
が
打
ち
出

さ
れ
た
こ
と
を
主
な
論
拠
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
閣
議
決
定
で
は
現
行
の
人
事

権
を
所
管
す
る
都
道
府
県
お
よ
び
影
響

を
被
る
小
規
模
市
町
村
な
ど
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
大
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

　
島
根
県
に
お
い
て
は
、
県
費
負
担
教

職
員
の
人
事
権
を
中
核
市
な
ど
の
大
規

模
な
市
に
移
譲
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ

い
て
、
す
で
に
平
成
19
年
に
関
係
機
関

か
ら
な
る
検
討
委
員
会
の
答
申
に
お
い

て
、「
現
時
点
で
の
移
譲
に
は
解
決
す

べ
き
課
題
が
多
く
、
可
能
性
は
低

い
」
と
結
論
付
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
当
町
に
と
っ
て
も
、
松
江
市
や
出
雲

市
に
人
事
権
が
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
町
立
小
中
学
校
の
教
員
の
安
定

的
確
保
や
適
切
な
教
員
配
置
に
著
し
い

支
障
が
生
ず
る
恐
れ
が
あ
り
到
底
、
容

認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
県
当
局
に
お
か
れ
て

は
、
今
後
と
も
島
根
県
全
体
の
教
育
水

高
良
議
員

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
本
町
も

様
々
な
子
育
て
支
援
策
を
打
ち
出
し
、

少
子
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
は
あ
る
が
、
子
育
て
中
の
方
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
の
は
、
近
く
に
子
ど
も

を
遊
ば
せ
る
場
所
が
な
い
と
い
う
声
で

あ
る
。
過
去
に
財
政
的
に
公
園
の
整
備

は
難
し
い
と
の
本
町
の
考
え
は
聞
い
て

い
る
が
、
子
ど
も
の
発
育
に
は
、
ボ
ー

ル
遊
び
や
昆
虫
・
植
物
と
の
触
れ
合
い

は
必
要
と
考
え
る
。
町
有
地
を
広
場
と

し
て
開
放
す
る
考
え
は
な
い
か
。

宇
山
地
域
整
備
課
長

　
子
ど
も
の
成
長
過
程
で
必
要
な
自
然

と
の
触
れ
合
い
、
走
る
、
跳
ぶ
、
投
げ

る
な
ど
の
基
本
動
作
を
学
ぶ
空
間
は
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
昨
年
度
、
㈱
三

協
か
ら
の
寄
附
金
の
活
用
方
法
を
考
え

る
中
で
、
子
育
て
世
代
の
中
か
ら
、
遊

び
場
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が

多
く
あ
り
、
現
在
、
本
町
に
お
い
て
必

要
な
公
園
に
つ
い
て
、
検
討
を
は
じ
め

て
い
る
。広

報

研

修

　

平
成
29
年
８
月
21
日
、
松
江
市
の

「
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
し
ま
ね
」
に
お
い
て
、

『
月
刊
総
務
』
編
集
長　

豊
田
健
一
氏

を
迎
え
、「
読
者
目
線
で
親
切
な
広
報

誌
を
作
る
に
は
」
と
題
し
て
、
広
報
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
市
議
会
、
町
議
会
を
含
め
、
15
市
町

村
が
参
加
し
、

午
後
か
ら
は
各

市
町
村
広
報
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
が

行
わ
れ
、
広
報

作
成
を
す
る
ポ

イ
ン
ト
と
技
術

を
学
ん
だ
。

町
有
地
を
子
育
て
環
境
整
備

と
し
て
、開
放
で
き
な
い
か
。

宇
山
地
域
整
備
課
長
＝
現
在
、

本
町
に
必
要
な
公
園
に
つ
い

て
、
検
討
を
は
じ
め
て
い
る
。
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今
定
例
会
に
お
い
て
、「
川
本
町
空

家
等
の
適
正
な
管
理
に
関
す
る
条
例
」

が
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
空
家
等
の
所

有
者
の
管
理
義
務
の
明
確
化
や
管
理
が

さ
れ
な
い
場
合
は
、
調
査
や
助
言
、
指

導
、
勧
告
、
命
令
、
代
執
行
と
進
む
も

の
で
す
。
現
在
の
空
家
に
人
々
が
居
住

し
、
喜
怒
哀
楽
の
生
活
が
あ
っ
た
頃
に

思
い
を
馳
せ
る
と
、
一
抹
の
寂
し
さ
を

禁
じ
得
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
川
本
町
を
現
在
の
状
況

か
ら
推
測
す
る
と
、
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
に
よ
り
、
空
家
や
耕
作
放
棄
地

は
、
増
加
し
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　
こ
の
川
本
町
に
町
民
の
皆
様
が
寂
し

い
思
い
を
抱
か
な
い
よ
う
に
、
今
か
ら

知
恵
を
絞
り
、
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。 

〈
高
良
〉

編　
集　
後　
記 　

 

準
を
維
持
し
、
町
村
立
小
中
学
校
が
安

定
的
に
運
営
で
き
る
よ
う
、
県
費
負
担

教
職
員
人
事
権
に
係
る
現
行
制
度
を
堅

持
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に
基
づ

き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
平
成
29
年
９
月
14
日

 

島
根
県
川
本
町
議
会

発
議
第
４
号

地
方
の
道
路
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

　
右
記
の
議
案
を
左
記
の
と
お
り
川
本

町
議
会
会
議
規
則
第
13
条
の
規
定
に
よ

り
提
出
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
９
月
14
日
提
出

　
提
出
者

　
　

川
本
町
議
会
議
員　
圓
山　
達
雄

　
賛
成
者

　
　

川
本
町
議
会
議
員　
大
畑　
茂
久

　
　

川
本
町
議
会
議
員　
飯
田　
武
則

　
　

川
本
町
議
会
議
員　
片
岡　
通
泰

　
　

川
本
町
議
会
議
員　
石
川　
達
也

　
　

川
本
町
議
会
議
員　
高
良　
敏
幸

　
　

川
本
町
議
会
議
員　
木
村　
慶
五

地
方
の
道
路
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書

　
道
路
は
、
地
域
の
発
展
や
経
済
社
会

活
動
を
支
え
る
最
も
重
要
な
社
会
基
盤

で
あ
る
と
と
も
に
、
防
災
・
減
災
に
寄

与
し
、
住
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
か
ら
も
、
整
備
・
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
中
山
間
地
域
に
位
置
す
る
川
本
町
で

も
、
道
路
は
住
民
生
活
、
産
業
活
動
、

観
光
等
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
町
の
交
流
を
支
え
る
大
き

な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
３

月
末
を
も
っ
て
廃
止
が
決
ま
っ
て
い
る

Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
代
替
交
通
は
、
バ
ス
に

よ
る
運
行
が
決
ま
っ
て
お
り
、
道
路
の

果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
る
。

　
し
か
し
、
毎
日
の
住
民
生
活
に
直
結

し
た
道
路
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
改

良
率
・
舗
装
率
と
も
低
い
の
が
現
状
で

あ
り
、
地
域
間
格
差
拡
大
の
要
因
の
一

つ
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、「
道

路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特

別
措
置
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
道

路
財
特
法
」）
の
規
定
に
よ
る
補
助
率

の
嵩
上
げ
措
置
が
平
成
29
年
度
末
で
切

れ
、
平
成
30
年
度
以
降
、
地
方
負
担
が

増
加
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
地
方
創

生
、
人
口
減
少
対
策
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
る
努
力
に
水
を
差
す
も

の
で
あ
り
、
自
治
体
運
営
に
も
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

　
つ
い
て
は
、
今
後
も
地
域
に
お
け
る

道
路
整
備
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、

下
記
事
項
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

　
　
　
　
　
　

記

１ 

．
地
方
の
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
30

年
度
の
予
算
に
お
い
て
、
社
会
資
本

整
備
に
必
要
な
予
算
、
特
に
公
共
事

業
予
算
の
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

２ 

．
平
成
29
年
度
に
お
い
て
、
道
路
整

備
等
に
関
す
る
補
正
予
算
の
編
成
を

行
う
こ
と
。

３ 

．
社
会
資
本
整
備
が
遅
れ
て
い
る
地

方
に
予
算
を
重
点
配
分
す
る
と
と
も

に
、
予
算
制
度
の
拡
充
を
図
る
こ

と
。

４ 
．
道
路
財
特
法
の
補
助
率
の
嵩
上
げ

措
置
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
以

降
も
継
続
す
る
こ
と
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
平
成
29
年
９
月
14
日

 

島
根
県
川
本
町
議
会
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　川本町では、平成29年度も季節性インフルエンザの任意予防接種助成事業を行います。

任意のインフルエンザ予防接種の助成について

◆��対 象 者：妊婦、生後６か月の乳児から
高校生（18歳相当）
　※予診票は医療機関でもらってください
◆接種期間：平成30年３月31日まで
◆�接種回数：１回（13歳未満は２～４週の
間隔で２回）
◆�助 成 額：全額助成（助成対象期間：平成
29年10月１日～平成30年３月31日）
◆接種実施医療機関：�
　加藤病院  ☎72-0640
　加藤クリニック  ☎72-2311
　　（※平成29年12月20日まで）
　公立邑智病院  ☎95-2111
　大田市立病院  ☎0854-82-0330

注１　 加藤病院と加藤クリニックでは１歳
未満の乳児は接種できません。

注２　 未成年の方は保護者の同意が必要で
す。接種当日、保護者同伴で医療機
関に来院ください。

注３　 上記の医療機関では料金の支払いは
不要です。その他の医療機関で接種
した場合は、一旦全額を支払った
後、償還払いの手続きが必要です。

　　　 予診票の写しと領収書と振込先がわ
かるものを持って、役場健康福祉課
にお越しください。

　現在、川本町では子ども及び高齢者の予防接種
を町内の医療機関で実施しておりますが、下記医
療機関での接種を廃止します。
　住民の皆さまにはご迷惑をお掛けいたします
が、ご了承ください。

【対象医療機関】加藤クリニック
【接種可能な期間】平成29年12月20日（水）まで

予防接種実施医療機関の
一部廃止について

■�下記の内容に該当する方は、予防接種を受け
る前に医療機関や主治医とご相談ください

（１）予防接種を受けることができない方
　①明らかに発熱のある方（37.5℃以上）
　　※接種前に検温を行う
　② 重篤な急性疾患にかかっていることが明らか
な方

　③ インフルエンザ予防接種に含まれる成分によ
るアレルギー（アナフィラキシーショック）
を起こしたことが明らかな方

　④その他、医師が不適当な状態と判断した場合

（２） 予防接種を受けるに際し、担当医師とよく
相談しなくてはならない方

　① 心臓病、腎臓病、肝臓病や血液、その他慢性
疾患の病気で治療を受けている方

　② 前にインフルエンザの予防接種を受けたとき
に、２日以内に発熱、発疹、じんましんなど
アレルギーを思わす異常が見られた方

　③今までにけいれんを起こしたことがある方
　④ 今までに中耳炎や肺炎などにかかり、免疫状態
の検査をして異常を指摘されたことのある方

　⑤ インフルエンザ予防接種の成分または鶏卵、
鶏肉などの鶏由来のものに対してアレルギー
があると言われたことのある方

■予防接種による健康被害救済制度について
　季節性インフルエンザ予防接種は任意接種であ
り、健康被害を受けた場合は、独立行政法人医薬
品医療機器総合機構法に基づく救済の対象となる
場合があります。予防接種法（定期接種）と比べ
て救済の対象や額が異なります。

【問】健康福祉課　☎72-0633
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　人口減少を背景に、近年老朽化した危険な空き
家等が全国的に増加し社会問題となっています。
国はこれに対応するため、「空家等の対策の推進
に関する特別措置法」を制定し、特に問題のある
空き家は“特定空家等”とし、問題が解消されな
い場合は行政で対処することを定めました。
　川本町ではこの法律に基づき、このたび『空き
家等の適正な管理に関する条例』を制定しました。
この条例により、管理が行き届いていない空き家

等の所有者に対し指導を行うこととなります。 
所有者の皆さんは、空き家等が管理不全な状態に
ならないよう適切な管理をお願いいたします。
　また、空き家の有効的な利活用（空き家バンク、
空き家改修助成等）をお考えの方は、まちづくり
推進課にご連絡ください。
�
� 【問】総務財政課　　　　☎72－0631
　　�  まちづくり推進課　☎72－0634

●お弁当販売日《数量限定》
　平成29年11月19日（日）12時～
　石見川本駅前・三江線イベント会場

空き家等の適正な管理にご協力ください！

年末調整説明会のお知らせ
平成29年分の年末調整のしかた及び法定調書、市・町への給与支払報告書の記載と提出について、
下記のとおり説明会を開催いたしますので、ご多忙中とは存じますがご出席をお願いします。

開　催　日 時　間 会　　　　場 対　象　地　域

11月15日（水） 13:30 地場産業振興センター３階・大会議室
（江津市嘉久志町イ405番地） 江津市

11月16日（木） 14:00 石央文化ホール・大ホール
（浜田市黒川町4175番地） 浜田市

11月20日（月） 13:30 悠邑ふるさと会館・大ホール
（川本町大字川本332番地15） 川本町、美郷町、邑南町

　
川
本
町
観
光
協
会
は
、
来
年
３
月
に
廃
止
と

な
る
J
R
三
江
線
・
石
見
川
本
駅
の
お
弁
当
を

子
ど
も
た
ち
に
考
え
て
も
ら
う
『
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
』
を
開
講
し
ま
し
た
。
地
域

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
起
業
家
精
神
を

養
う
こ
と
と
、
川
本
特
産
の
お
弁
当
づ
く
り
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
全
４
回
の
う
ち
９
月
30
日
（
土
）
と
10
月
７

日
（
土
）
の
２
回
が
終
了
し
、
町
内
の
小
学
３

～
５
年
生
５
人
が
、観
光
客
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
デ
ザ
イ
ン
の
講
義
を
受
講
し
、
お
弁
当
の
試

作
・
販
売
に
向
け
て
準
備
し
て
い
ま
す
。

※ 

本
事
業
は
、
島
根
県
と
島
根
県
信
用
保
証
協

会
の
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、
一
定
面
積
（
※
）

以
上
の
取
引
（
売
買
、
交
換
等
）
を
し
た
場
合

は
契
約
締
結
日
を
含
め
て
２
週
間
以
内
に
取
り

引
き
し
た
土
地
が
所
在
す
る
市
役
所
・
町
村
役

場
に
届
出
が
必
要
で
す
。

※
届
出
が
必
要
な
面
積

①
市
街
化
区
域
内
の
土
地�

２
、0
0
0
㎡
以
上

②
①
を
除
く
都
市
計
画
区
域
内
の
土
地

�

５
、0
0
0
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
以
外
の
土
地

�

１
0
、0
0
0
㎡
以
上

【
問
】
島
根
県
用
地
対
策
課

�

　
☎
0
8
5
2

－

22

－

5
0
7
7

　
　

 

地
域
整
備
課�

☎
72

－

0
6
3
7

子
ど
も
た
ち
が
石
見
川
本
駅
の
お
弁
当
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

土
地
取
引
の
際
に
は

届
出
が
必
要
で
す
！
　
川
本
町
へ
の
移
住
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
左
記
の
条
件
を
満
た
す
方
へ
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇 

対
　
　
象
：
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
、
川

本
町
内
の
事
業
所
に
正
規
雇
用
者
と
し
て
勤

務
し
、
か
つ
川
本
町
内
に
住
所
を
移
し
て

６
ヶ
月
が
経
過
し
た
者

〇
助 

成 

額
：
12
万
円

〇 

必
要
書
類
：
①
交
付
申
請
書
②
雇
用
通
知
書

（
写
）
③
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
等

確
認
通
知
書
（
事
業
主
通
知
書
）（
写
）
④

住
民
票
な
ど

【
問
】
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

�

☎
72

－

0
6
3
4

雇
用
者
移
住
支
援
助
成
金

10月は
『土地月間』
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　老人の日の記念行事として、今年度100歳を迎え
る方に内閣総理大臣からお祝い状と記念品を贈呈し
ました。また、川本町としては、今年90歳・95歳・
100歳以上となる方を対象に、記念品を贈らせてい
ただきました。
　今年度、川本町内で100歳となられる方は６人で、
100歳以上の方は13人となりました。
　皆さんが、これからもご健康であることをお祈り
申し上げます。

　悠邑ふるさと会館・大ホールで、恒例の『第14
回川本町神楽共演大会』が開催されました。県内外
から５団体が出演し、会場を訪れた約800人の観客
を魅了しました。
　朝早くから入場整理券を求め長蛇の列ができ、開
場前から約180人もの方々が並んでおられました。
神楽の人気ぶりと、伝統芸能が受け継ぐ者とそれを
観る者の両者がいることで長く愛されるものになる
のだと実感しました。

　秋の交通安全運動に合わせ、交通事故防止、人
命保護と被害の軽減を目的に、島根県農業協同組合・
全国共済農業協同組合連合会島根県支部・（財）島
根県農協共済福祉事業団の三者連名により、カーブ
ミラーを３基寄贈していただきました。
　贈呈式では、島根県農業協同組合島根おおち地区
本部・小西副本部長から目録と趣意書が手渡されま
した。寄贈していただいたカーブミラーは今後、町
内に整備され更なる交通安全・事故防止啓発に活用
されます。

さわやかな秋空の中、三江線を使った「春夏秋冬
を楽しむウォーキング秋」が行われました。
５㎞、７㎞、10㎞の３コースとも、往路は三江
線に乗車して移動し、復路はウォーキングでゴール
を目指しました。町内外から参加した53人の皆さん
は三江線にちなんだクイズや、エイドステーション
で行われたお楽しみ抽選会などを楽しんだ様子でし
た。

お祝い状を受け取り笑顔の山根静江さん
JAしまね�島根おおち地区本部　小西副本部長

華麗な舞で多くの観客を魅了

今年で最後となる三江線を利用したウォーキング

ご長寿おめでとうございます

第14回川本町神楽共演大会

カーブミラーを寄贈して
いただきました

春夏秋冬を楽しむ
かわもとウォーキング“秋”

9/14
㈭

9/24
㈰

9/21
㈭

10/1
㈰
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放
課
後
、
川
本
小
学
校
に
隣
接
す

る
Ｋ
i
d
s
わ
か
ば
に
子
ど
も
た
ち

が
明
る
い
声
と
と
も
に
や
っ
て
き
ま

す
。
子
ど
も
達
は
、
学
校
か
ら
持
ち

帰
っ
た
作
品
を
見
せ
た
り
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
り
し
な
が
ら
、
職
員
や
友

達
に
そ
の
日
の
出
来
事
を
話
し
ま
す
。

平
成
27
年
9
月
、
個
別
の
支
援
が

必
要
な
子
ど
も
達
の
居
場
所
と
し

て
、
Ｋ
i
d
s
わ
か
ば
は
開
設
し
ま

し
た
。
現
在
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
の
11
名
が
在
籍
し
、
5
名
の
職
員

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
学
校
と
は
違
っ
て
と

に
か
く
子
ど
も
自
身
が
や
り
た
い
こ

と
を
選
ん
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
活
動
の
中
で
、
自
分
の
思

い
を
そ
の
場
に
合
っ
た
言
葉
で
伝
え

な
が
ら
、
周
り
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
、
職
員

の
皆
さ
ん
が
細
か
な
こ
と
か
ら
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど

も
達
が
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
う

ま
く
引
き
出
せ
な
く
て
戸
惑
う
こ
と

も
…
。

「
将
来
、
社
会
の
中
で
子
ど
も
自

身
が
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
、
認

め
ら
れ
る
こ
と
で
自
己
肯
定
感
を
高

め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
校
庭
で
他
の
子
ど

も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
地
域
の
方

と
も
積
極
的
に
関
わ
っ
た
り
と
、
交

流
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
。」
と

語
る
職
員
さ
ん
。
子
ど
も
達
が
心
か

ら
笑
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
、
そ
ん
な

姿
に
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
支
援
を
行

う
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
輝
い

て
見
え
ま
し
た
。

�

（
派
遣
社
会
教
育
主
事　
佐
々
木　
努
）

　
こ
の
「
ぬ
く
も
り
写
真
館
」
は
、
町
内
の

人
権
に
関
わ
る
温
か
い
取
り
組
み
な
ど
を
、

写
真
を
通
じ
て
お
伝
え
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス�

Ｋ
i
d
s
わ
か
ば
と
は
？

　

子
ど
も
達
の
放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
長
期
休

暇
の
時
間
に
、
居
場
所
と
し
て
過
ご
す
と
こ
ろ

で
す
。
本
人
と
家
族
の
希
望
に
応
じ
て
個
別
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
達
だ
け
で
な
く
、
家
庭
で
の
子
育
て
に
つ

い
て
な
ど
も
相
談
が
あ
れ
ば
応
じ
て
い
ま
す
。

　
　
【
所
在
地
】
川
本
町
大
字
川
本
3
8
8

－

1

　
　
【
連
絡
先
】
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
74

－

２
２
２
５

ぬくもり写真館教育課
人権フォトギャラリー VOL.17

社
会
福
祉
法
人　
わ
か
ば
会

�
Ｋ
i
d
s
わ
か
ば
の
皆
さ
ん

「
笑
顔
で
過
ご
せ
る
場
所
に
し
た
い
」

今月の１枚

子ども達がクワガタの世話をする様子を見守る職員

Ｈ29.10. ３

広　告

弁 護 士 法 人
山陰リーガルクリニック大田事務所
島根県弁護士会所属

★土 曜 無 料 法 律 相 談　月1回土曜日に行っております

★交通事故の相談は平日でも初回無料です。 
　  お電話でのご予約が必要です。

（相 談 料） 平日有料　60分まで6,000円（税別）
（相談内容） ○相続のこと　○家庭のこと　○借金のこと　○仕事のこと
 ○不動産のこと　○成年後見のこと　○その他法律問題全般

大田市長久町長久ロ307番地5
 （駐車場有り）
TEL 0854-83-7780
FAX 0854-83-7781
http://www.sanin-lc.jp

●ローソン

★ ●
中央信金

R9

●
一畑
トラベル

山陰リーガル
クリニック
大田事務所 

登 記 相 談
（相続・売買・贈与・抵当権など） 

★日時　毎週･日曜日　午前10時 ～ 午後１時
★場所　川本町笹畑　藤音宅
　　　　（�笹畑集会所から山側へ徒歩１分です｡

お気軽にご相談ください。）
★担当　江津市都野津町2322番地20
　　　　島根県司法書士会会員 司法書士 藤音　寛

電 話 （0855）53－0294
携 帯 090－9062－3496

広　告

　

4
月
か
ら
人
事
交
流
と
し
て
広
島
県
坂

町
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
小
瀧
で
す
。
坂
町

に
派
遣
さ
れ
て
か
ら
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

8
月
に
開
催
さ
れ
た
坂
町
平
和
音
楽
祭

に
は
川
本
町
か
ら
も
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
9
月
に
は
今
回
の
人
事
交
流
を
契

機
と
し
て
川
本

町
に
お
い
て
ペ

タ
ン
ク
交
流
会

が
開
催
さ
れ
、

両
町
の
皆
さ
ん

と
も
楽
し
み
な

が
ら
交
流
を
深

め
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

秋
は
両
町
と

も
に
イ
ベ
ン
ト

の
多
い
季
節
と

な
り
ま
す
。
ご

都
合
の
つ
く
際

に
は
、
ぜ
ひ
坂

町
へ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。 川

本
町
か
ら
派
遣

�

小こ

瀧た
き　

匡ま
さ
の
り紀

��（�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
係
）
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県
内
大
会
結
果
報
告

カ
ヌ
ー
部

え
ひ
め
国
体 

堂
々
の
二
種
目
入
賞

吹
奏
楽
部 

５
年
連
続
全
国
大
会
出
場
決
定

県
外
生
と
ま
ち
親
さ
ん
と
の
懇
親
会
開
催

陸
上
部 

男
女
で
中
国
新
人
大
会
出
場

島根中央高等学校
創立10周年
記念式典

11月19日（日）
� 10：00～
悠邑ふるさと会館にて

・記念講演　
　今岡　誠氏�
　(元プロ野球選手)

・記念演奏会
　（�悠邑ふるさと吹奏
楽団・島根中央
高校吹奏楽部）

【
剣
道
部
】
島
根
県
段
別
選
手
権
大
会　
増
田
信
大 

二
段
の
部
ベ
ス
ト
16

【
野
球
部
】
島
根
県
高
等
学
校
秋
季
野
球
大
会
（
一
次
）

　
（
一
回
戦
）
島
根
中
央　
８

－

１　
隠
岐

　
（
二
回
戦
）
島
根
中
央　
１

－

９　
開
星

【
カ
ヌ
ー
部
】
島
根
県
高
等
学
校
新
人
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
大
会

☆
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル　
5
0
0
m　
１
位　
瀬
上
一
樹　

　
２
位　
小
畑
陽
一　
３
位　
松
岡
信
吾
（
全
員
川
本
中
出
身
）

☆
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル　
2
0
0
m　
１
位　
瀬
上
一
樹　

　
２
位　
小
畑
陽
一　
３
位　
中
田
健
（
邑
智
中
出
身
）

☆
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル　
5
0
0
m
・
2
0
0
m

　
１
位　
藤
田
こ
の
み
（
邑
智
中
出
身
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】
島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　
男
子
３
回
戦

　
川
邊
・
重
森
組
（
島
根
中
央
） 

２

－

４ （
出
雲
工
業
）

【
美
術
部
】
石
見
地
区
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
　
参
加

　
10
月
１
日
（
日
）
～
４
日
（
水
）
に
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
た
国
民

体
育
大
会
少
年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
5
0
0
m
で
瀬
上
一
樹
・
小
畑

陽
一
組
（
川
本
中
学
校
出
身
）
が
７
位
入
賞
、
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ

ア
５
０
０
m
で
中
西
諒
磨
・
渋
田
篤
志
・
津
山
泰
地
・
蛸
島
慶
組
が

８
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
本
校
生
徒
の
国
体
入
賞
は
一
昨
年
の

カ
ヌ
ー
の
小
畑
さ
ん
、
昨
年
の
陸
上
の
大
村
君
に
続
い
て
３
年
連
続

で
す
。
瀬
上
君
、
小
畑
君
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。

（
瀬�

上
君
）「
皆
で
全
力
で
挑
ん
で
勝
ち
取
っ
た
賞
状
で
す
。
来
年
も

全
国
大
会
で
ぜ
ひ
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」

（
小�

畑
君
）「
先
輩
た
ち
と
共
に
頑
張
っ
て
き
た
結
果
の
入
賞
な
の

で
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」

【
記
録
】

少
年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
5
0
0
ｍ

　
瀬
上
・
小
畑
組�

１
分
47
秒
9
1
3
（
７
位
入
賞
）

少
年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
5
0
0
ｍ

　
中
西
・
渋
田
・
津
山
・
蛸
島
組�

１
分
38
秒
６
９
０
（
８
位
入
賞
）

　

来
る
11
月
５
日
（
日
）、
東
京
で

開
催
さ
れ
る
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン

テ
ス
ト
全
国
大
会
に
今
年
も
吹
奏

楽
部
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

５
年
連
続
の
快
挙
で
す
。
川
本
中

出
身
の
横
宮
優
佑
君
は
「
先
輩
た

ち
に
恥
じ
な
い
演
奏
を
し
て
き
た

い
で
す
。」
と
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
10
月
３
日
（
火
）
に
県
外
か
ら
来
て
い
る
生
徒
と
ま
ち
親
さ
ん
と

の
懇
親
会
が
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
ま
ち
親
さ
ん
と
勉
強

や
部
活
動
、
学
校
で
の
最
近
の
出
来
事

な
ど
を
楽
し
く
お
話
し
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ま
ち
親
の
皆
様
、
お
忙
し

い
中
ご
出
席
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
９
月
18
日
（
月
）
に
県

高
校
新
人
陸
上
大
会
が
行

わ
れ
、
2
年
上
田
理
央
君

（
川
本
中
学
校
出
身
）
と

市
原
愛
美
さ
ん
2
名
が
や

り
投
で
そ
れ
ぞ
れ
上
位
入

賞
し
、
中
国
新
人
大
会
に

出
場
権
を
得
ま
し
た
。
10
月
15
日
（
日
）
に
山
口
市
で
開
催
さ
れ
た

同
大
会
で
は
残
念
な
が
ら
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
2
名
と

も
次
年
度
へ
繋
が
る
頑
張
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
島
根
県
大
会
記
録
】　
男
子
や
り
投　
上
田
理
央　
２
位　
45
m
56

　
　
　
　
女
子
や
り
投　
市
原
愛
美　
３
位　
30
m
13
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電話�0855-72-0025��Fax�0855-72-1061
開館時間：10時～18時　土日10時～17時
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かわもと図書館

あそびのひろば＆えほんのじかん
11月 ８日（水）10：00～11：30
　読みがたり
11月29日（水）10：00～11：30
　読みがたり　移動図書館

おでかけ図書館デー
11月14日（火）西公民館
11月 ８日（水）北公民館
　健康福祉課の健康相談にあわせて行います。

掲
示
板

《一 般 書》
秋の夜長を楽しもう
　日が落ちるのが早くなり、すっかり
秋も深まりました。そんな秋の夜長に趣味を広げた
り深めたりできる本の展示です。

《児 童 書》
むかーしむかし
　昔から語り継がれている、いろ
いろな国のおはなしの展示です。

11月の展示テーマ

一
般
書

移
植
医
た
ち

�

谷
村
志
穂 

著

�

新
潮
社
刊

マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ナ
イ
ト

�

東
野
圭
吾 

著

�

集
英
社

わ
た
し
の
い
つ
も
の
ご
は
ん

�

　
栗
原
は
る
み 

著

�

N
H
K
出
版

児
童
書

か
わ
い
い
ゴ
キ
ブ
リ
の
お
ん
な
の
子

メ
イ
ベ
ル
と
ゆ
め
の
ケ
ー
キ

�

ケ
イ
テ
ィ
・
ス
ペ
ッ
ク 

作

�

お
び
か
ゆ
う
こ 

訳

�

大
野
八
生 

画

�

福
音
館
書
店

い
の
ち
は
め
ぐ
る

�

嶋
田
泰
子 

文

�

佐
藤
真
紀
子 

絵

�

童
心
社

て
を
つ
な
ぐ

�

鈴
木
ま
も
る 

作

�

金
の
星
社
刊

新 

刊 

案 

内 

お
す
す
め
の
一
冊

 

そ
の
他
多
数
あ
り
ま
す
。

川本町読書作品展覧会
　町内の保育所園児、小学生、中学生が図書館
の本を活用して出来た作品を展示します。皆さ
まのお越しをお待ちしています。

　場所：悠邑ふるさと会館エントランス
　期間：11月６日（月）～11月16日（木）

　川本町では、秋の読書週間を「川本町読書週間」
としています。
　メディアからはなれ、秋の夜長本とともに過ご
してみませんか。

川本町読書週間



悠邑ふるさと会館催し物案内10～11月

川本町に越して来て早半年が過ぎました。 
この町に住み始めてからというもの出会う人からよ
く「田舎暮らし大変じゃない？」とか「都会から来ると
不便でしょう？」とか尋ねられることがあります。
確かに生活環境が変わったことでの戸惑いはありま
したが、私にとっては〇〇よりはマシという比較対象
の経験があります。
その〇〇というのはズバリ10年間お世話になった
オランダ・ドイツ等の欧州滞在の経験がそうです。
そこで生活することで生じる不便さは川本の比では
なく、それは言葉の問題や価値観の違いもあることな
がら別次元の不便さがありました。
例えば食料品店は個人の商店からスーパーマーケッ
トに至るまで営業時間が法律で決まっていて、平日は
18時には閉まり、土曜日はお昼迄で日曜祭日は完全
に閉まっていました。
この閉店時間というのはその時間迄お買い物ができ
るというのではなく、従業員が帰る時間らしく５分前
の駆け込みは先ず無理でした。
病院も先ずは受診の予約を取ってから地域の町医者
で診てもらい、そこで治らなければ専門医を紹介され、
それでも治らなければ総合病院を紹介されます。

専門医に予約無しで飛び込みで受診することも可能
ですが、医者の診断によっては保険が効かないなどの
リスクがあるので、よほどのことがない限り医者には
かかれません。
ある友人が腹痛に見舞われ、医者に行くと「腹痛く
らいで医者に来るな」と追い帰らされました。その友
人はその後もたびたび激痛に見舞われ、ついに市電の
中で気を失い救急病院に運ばれたのですが、そこでよ
うやく「盲腸」だと診断されたらしいです。
運良く私は医者にかかるような病気を患わずに済み
ましたが、私の場合は別の話を思い出します。
ある年の初冬の冷え込んだ日の朝、部屋の暖房器具
が壊れました。早速修理屋さんに電話したのですが、
明後日から旅行に行くから２週間後に診に行くと言わ
れました。ようやく来たと思ったら部品が無いから直
せないと言い、部品を取り寄せてからまた来ると言っ
て帰りました。その後は何度電話しても「まだ部品が
届かない」の一点張りで、届いたという知らせを受け
た時には春になっておりました。
（結局この暖房器具ですが、部屋が寒い寒いと言っ
ていたら近所のお婆さんが何と一蹴して直してくれま
した。そのご婦人曰く「機械は叩いたら直る」んだと） 
いかがでしょうか皆さん、これに比べたら川本町は
何て住み良い町だとは思われませんか？

※日本語で｢少しずつ｣という意味

　
10
月

　
11
月

大
ホ
ー
ル

28日
㈯

川本中学校吹奏楽部�オータムコンサート
開　場／13：30～　　開　演／14：00～
料　金／無料
　２年連続「全日本吹奏楽コンクール中国大会金賞受賞」を果たした川中吹
奏楽部のオータムコンサート。今年も盛りだくさんでおたのしみ頂けます♪

大
ホ
ー
ル

４日
㈯

劇団新制作座「泥かぶら」川本公演
開場／18：00～　　開演／18：30～
料金／1,000円（当日1,500円）未就学児無料　まげなフリーパスで無料
　劇団新制作座による「泥かぶら」川本初公演です。

マ
ル
チ
ホ
ー
ル

ほ
か

3日㈮

～

4日㈯

第22回�悠邑ふるさと総合文化展
時間／３日　10：00～16：00　　４日　10：00～15：00
場所／悠邑ふるさと会館　マルチホールほか
　書道や絵画、写真など皆さん自慢の本格的な作品が勢揃い！

大
ホ
ー
ル

12日
㈰

私の弾くスタインウェイ�リレーコンサート2017
Ａの部：持ち時間30分� Ｂの部：持ち時間10分
開　演／Ａの部　10：00～� Ｂの部　13：00～
参加料／Ａの部　1,500円� Ｂの部　500円　※鑑賞だけは無料　　
　会館が誇るスタインウェイピアノをあなたも弾いてみませんか？



情報じょうほう交差点こうさてん

17

お
知
ら
せ

10
月
は
『
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
』・

『
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
』
で
す

　

移
植
医
療
は
、
医
療
者
と
患
者
さ
ん
だ

け
で
な
く
、
第
三
者
の
方
か
ら
の
善
意
に

よ
る
ご
提
供
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

「
提
供
し
た
い
」「
提
供
し
た
く
な
い
」、
ど

ち
ら
も
一
人
ひ
と
り
の
平
等
で
大
切
な
意

思
で
す
。
大
切
な
意
思
を
表
示
し
、
ご
家

族
で
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

問 

し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク

　
（
出
雲
市
塩
冶
町
2
2
3

－

７
）

�

　
☎
0
8
5
3

－

22

－

2
5
5
6

11
月
11
日
か
ら
17
日
は

『
税
を
考
え
る
週
間
』
で
す

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
17

日
を「
税
を
考
え
る
週
間
」と
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
http://w

w
w
.nta.go.jp/

　

ま
た
、
こ
の
期
間
に
合
わ
せ
て
税
に
関

す
る
表
彰
式
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
身
の
回
り

の
税
金
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
租
税
作
品
合
同
表
彰
式
〉

　

今
年
で
第
６
回
と
な
る
租
税
作
品
合
同

表
彰
式
を
行
い
ま
す

日
時
：
平
成
29
年
11
月
11
日（
土
）

　
　
　
10
：
00
～
12
：
00

場
所
：
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階
・
ゆ
め
広
場

〈
浜
田
税
務
署
長
納
税
表
彰
式
〉

　

納
税
思
想
の
高
揚
な
ど
に
貢
献
し
た
皆

さ
ん
を
表
彰
し
ま
す

日
時
：
平
成
29
年
11
月
14
日（
火
）

　
　
　
10
：
30
～
11
：
30

場
所
：
浜
田
合
同
庁
舎
２
階
・
大
会
議
室

問 

浜
田
税
務
署

�

☎
0
8
5
5

－

22

－

0
3
6
0

全
国
一
斉
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
』
強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
11
月
13

日（
月
）か
ら
19
日（
日
）ま
で
を
全
国
一
斉

『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』強
化
週
間

と
定
め
、
次
の
と
お
り
通
常
よ
り
相
談
時

間
を
延
長
し
て
電
話
で
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
で
お
困
り
の
方
、

性
的
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
、
ま
た
、
周
り

で
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
見
聞
き
し
た
と
い

う
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
期
　
　
間
： 
平
成
29
年
11
月
13
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
19
日（
日
）

〇
時
　
　
間
：
８
：
30
～
19
：
00

　
※
土
曜
・
日
曜
は
10
：
00
～
17
：
00

〇
電
話
番
号
：
0
5
7
0

－0
7
0

－8
1
0

※ 

P
H
S
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の
場
合
は

0
8
5
2

－

26

－

8
8
6
9
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

〇 

相 

談 

員
：
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権

擁
護
委
員

平
成
29
年
度
島
根
県
最
低
賃
金
の
改
定

　

島
根
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
島

根
県
最
低
賃
金
が
、
次
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
金
額
は
、
平
成
29
年
10

月
１
日（
日
）以
降
の
賃
金
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
。

〇
時
間
額
：
7
4
0
円

　

な
お
、
最
低
賃
金
に
は
①
臨
時
に
支
払

わ
れ
る
賃
金
②
１
ヶ
月
を
超
え
る
期
間
ご

と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
③
時
間
外
労
働
・

休
日
労
働
・
深
夜
労
働
に
対
す
る
賃
金
④

精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

問 

島
根
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

�

☎
0
8
5
2

－

31

－

1
1
5
8

※ 

島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
で
は
、

労
働
者
の
賃
金
引
上
げ
を
図
る
事
業
主

を
支
援
す
る
た
め「
業
務
改
善
助
成
金
」

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

問 

島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

�

☎
0
8
5
2

－

20

－

7
0
0
7

『
無
期
転
換
ル
ー
ル
』
が
平
成
30
年

４
月
か
ら
本
格
化

　
『
無
期
転
換
ル
ー
ル
』と
は
、
契
約
期
間

に
定
め
の
あ
る「
有
期
労
働
契
約
」が
同
一

の
会
社
で
通
算
５
年
を
超
え
る
全
て
の
労

働
者
が
、
本
人
の
申
し
込
み
に
よ
り
期
間

の
定
め
の
な
い
労
働
契
約（
無
期
労
働
契

約
）に
転
換
で
き
る
ル
ー
ル
で
す
。

　

事
業
主
の
方
は
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
へ

の
対
応
の
方
向
性
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、
ル
ー
ル
の
概
要
や
制
度
導
入
の
ポ

イ
ン
ト
、
支
援
策
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

● 

有
期
契
約
労
働
者
の
無
期
転
換
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト http://m

uki.m
hlw
.go.jp

問 
島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

�

☎
0
8
5
2

－

31

－

１
１
6
１

川
本
町
結
婚
生
活
支
援
事
業

～
あ
な
た
の
結
婚
応
援
し
ま
す
！
～

　

婚
姻
数
の
増
加
を
図
り
、
少
子
化
対
策

の
推
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

結
婚
に
よ
り
新
生
活
を
始
め
る
世
帯
に
対

し
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

〇 

対
象
世
帯

　
（
①
～
⑤
を
全
て
満
た
す
世
帯
）

① 

平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
3

月
9
日
ま
で
の
間
に
婚
姻
届
を
提
出
し

受
理
さ
れ
た
夫
婦

② 

世
帯
所
得
３
４
０
万
円
未
満（
平
成
27

年
中
の
所
得
）

③
住
所
が
川
本
町
内
に
あ
る
こ
と

④ 

他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
等
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

⑤ 

他
の
市
町
村
に
お
い
て
本
制
度
と
同
様

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

〇 

補
助
内
容
・
補
助
額
：
住
居
費
及
び
引

越
費
用（
上
限
24
万
円
）

【
問
】川
本
町
役
場
健
康
福
祉
課

�

☎
72

－

0
6
3
3

募　
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

〇 

一
般
試
験
：
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学

校
卒
業
者
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期

課
程
修
了
者（
見
込
み
の
者
も
含
む
）

〇 

推
薦
試
験
：
一
般
試
験
に
加
え
、
所
属

学
校
長
が
高
等
工
科
学
校
生
徒
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
、
将
来
自
衛
官
と

な
る
強
堅
な
意
志
を
持
ち
責
任
を
持
っ

て
推
薦
で
き
る
者

〇
応
募
期
間

一
般
：
平
成
29
年
11
月
１
日（
水
）～

　
　
　
平
成
30
年
１
月
９
日（
火
）ま
で

推
薦
：
平
成
29
年
11
月
１
日（
水
）～

　
　
　
　
　
　
　
12
月
１
日（
金
）ま
で
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〇
試
験
日
程

一 
般
：
一
次
試
験
・
平
成
30
年
１
月
20
日

（
土
）　
松
江
地
方
合
同
庁
舎（
松
江
市
）、

石
央
文
化
ホ
ー
ル（
浜
田
市
）

　

 

二
次
試
験
・
平
成
30
年
２
月
１
日（
木
）

か
ら
４
日（
日
）ま
で
の
間
の
１
日　
陸

上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

推 

薦
：
平
成
30
年
１
月
６
日（
土
）か
ら
８

日（
月
）ま
で
の
間
の
１
日　
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校（
横
浜
市
御
幸
浜
２

－

１
）

〇
合
格
発
表

一
般
：
一
次
・
平
成
30
年
１
月
26
日（
金
）

　
　
　
二
次
・
平
成
30
年
２
月
16
日（
金
）

推
薦
：
平
成
30
年
１
月
17
日（
水
）

自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

〇
試
験
会
場
：
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

　
（
出
雲
市
松
寄
下
町
1
1
4
2

－

１
）

〇 

試
験
科
目
：
筆
記
試
験（
国
・
数
・
社
・

作
文
）、
口
述
試
験
、
適
正
検
査
、
身
体

検
査

〇 

採
用
予
定
日
：
採
用
予
定
通
知
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

〈
男
性
〉

〇 

応
募
資
格
：
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用

予
定
月
の
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

〇 

応
募
期
間
：
第
６
回 

平
成
29
年
11
月
10

日（
金
）
ま
で　

第
７
回 

11
月
13
日

（
月
）～
12
月
８
日（
金
）

〇
試
験
日
程
：
第
６
回 

11
月
11
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
第
７
回 

12
月
９
日（
土
）

〈
女
性
〉

〇 

応
募
資
格
：
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用

予
定
月
の
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
者

〇 

応
募
期
間
：
平
成
29
年
10
月
23
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
11
月
10
日（
金
）

〇
試
験
日
程
：
11
月
11
日（
土
）

技
術
貸
費
学
生

　

自
衛
隊
の
装
備
品
を
ハ
イ
テ
ク
化
、
国

産
化
す
る
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
を
養
成

す
る
た
め
、
大
学
の
理
学
部
・
工
学
部
等

を
専
攻
す
る
在
学
生
か
ら
選
考
に
よ
り
採

用
し
て
学
資
金
を
貸
与
し
、
修
学
を
助
成

す
る
。

〇
貸
与
額
：
5
４
、0
0
0
円（
毎
月
）

〇 

応
募
資
格
：
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
の
理
学
部
も

し
く
は
工
学
部
の
第
３
年
次
、
第
４
年

次
ま
た
は
大
学
院（
専
門
職
大
学
院
を

除
く
）修
士
課
程
に
在
学
し
、
指
定
す
る

学
科
を
専
攻
し
て
い
る
者
か
つ
、
大
学

３
年
次
24
歳
未
満
、
４
年
次
25
歳
未
満
、

大
学
院
１
年
次
26
歳
未
満
、
２
年
次
27

歳
未
満
の
者

〇 

応
募
期
間
：
平
成
29
年
11
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　

 
～
平
成
30
年
１
月
９
日（
火
）

〇
試
験
期
日
：
平
成
30
年
１
月
27
日（
金
）

〇
試
験
場
所
：
陸
上
自
衛
隊
各
駐
屯
地

〇 

試
験
種
目
：
筆
記
試
験（
英
語
・
数
学
・

物
理
・
化
学
及
び
小
論
文
）、
口
述
試
験
、

身
体
検
査

〇
合
格
発
表
：
平
成
30
年
４
月
27
日（
金
）

問 

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　
（
松
江
市
向
島
町
1
3
4

－

10
）

�

☎
0
8
5
2

－

21

－

0
0
１
5

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
30
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野

を
学
べ
ま
す
。

〇
出
願
期
限
：

　
第
１
回
・
平
成
30
年
２
月
28
日

　
第
２
回
・
平
成
30
年
３
月
20
日

※
資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す

〇
入
学
説
明
会
・
相
談
会（
浜
田
会
場
）

　
日
時
：
平
成
30
年
１
月
13
日（
土
）

　
　
　
　
14
：
00
～
15
：
30

　
場 

所
：
県
立
西
部
社
会
教
育
研
修
セ
ン

タ
ー（
浜
田
市
野
原
町
1
8
2
6

－

１ 

い
わ
み
ー
る
内
）

問 

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

�

☎
0
8
5
2

－

28

－

5
5
0
0

催
し
物

『
来
て
み
ん
さ
い
技
能
祭
』

日
時
：
平
成
29
年
11
月
３
日（
金
）

　
　
　
10
：
30
～
14
：
00

場
所
：
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

（
広
島
県
三
次
市
十
日
市
南
六
丁
目
14

－

１
）

● 

自
動
車
整
備
科
・
溶
接
加
工
科
・
建
築

科
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
の
実
習
場
公
開
・

体
験
コ
ー
ナ
ー

●
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
粗
品
進
呈

● 

実
習
作
品
・
紙
太
鼓
な
ど
即
売
、
飲
食

物
の
バ
ザ
ー

● 

お
子
さ
ん
向
け
の
、
芋
掘
り
・
積
み
木

大
会
・
働
く
車
展
示
な
ど

問 
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

�

☎
0
8
2
４

－

62

－

3
４
3
9

石
見
も
り
も
り
祭

（
石
見
養
護
学
校
文
化
祭
）

　

児
童
生
徒
た
ち
の
学
習
発
表
や
心
の
こ

も
っ
た
作
品
、
作
業
学
習
等
の
製
品
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来

校
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〇
日
時
：
平
成
29
年
11
月
18
日（
土
）

　
９
：
05
～
11
：
45　
ス
テ
ー
ジ
発
表

　
12
：
30
～
14
：
00　
作
品
展
示
・
作
業

　
学
習
等
の
製
品
販
売

〇 

場
所
：
石
見
養
護
学
校（
邑
南
町
中
野

2
3
8
4

－

18
）　
※
駐
車
場
は
校
庭

問 

石
見
養
護
学
校（
平
木
・
高
尾
）

�

☎
0
8
5
5

－

95

－

2
1
4
1

し
ま
ね
大
作
戦
会
議

～
自
慢
し
た
い
職
場
を
つ
く
ろ
う
～

　

企
業
の
人
材
確
保
・
職
場
定
着
の
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
企
業
を
募
集
し
て

い
ま
す
。「
自
慢
し
た
い
職
場
づ
く
り
」を

テ
ー
マ
に
会
社
や
立
場
を
越
え
て
自
由
に

語
り
合
い
ま
す
。

〇 

対
象
：
県
内
企
業
の
経
営
者
、
管
理
職

（
人
事
担
当
者
含
む
）、
若
手
社
員（
平
成

30
年
４
月
入
社
予
定
含
む
）

※ 

要
事
前
申
込
：
平
成
29
年
11
月
７
日

（
火
）締
切

〈
浜
田
会
場
〉

〇
日
時
：
平
成
29
年
11
月
16
日（
木
）

　
　
　
　
13
：
30
～
17
：
00

〇
場
所
：
い
わ
み
ー
る

�

（
浜
田
市
野
原
町
1
8
2
6

－

１
）

〈
松
江
会
場
〉

〇
日
時
：
11
月
17
日（
金
）

　
　
　
　
13
：
30
～
17
：
00

〇
場
所
：
く
に
び
き
メ
ッ
セ　
小
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
松
江
市
学
園
南
１

－

２

－

１
）

【
・
問 

】ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

�

☎
0
8
5
2

－

28

－

0
6
9
４



日 月 火 水 木 金 土

くらしの情報カレンダー 11 月

：�ゴミ収集
Ａ地域（�木路原･日の出･上新町･中新町･下新町･元町･本町･天神町･

谷･市井原･長原･矢谷･芋畑･双葉･中倉･日向）
Ｂ地域（�因原 ･三大字 ･多田 ･久座仁 ･谷戸 ･三島 ･笹畑）
Ｃ地域（�西 ･ 八幡 ･三原 ･田窪 ･南佐木 ･親和 ･湯谷 ･三俣）

〔燃えるごみの収集日〕� 毎週火曜日 ･金曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕� 毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装�プラスチックの収集日〕� 毎週木曜日（町内全域）
〔容器包装�紙の収集日〕� 毎月第２・４水曜日（町内全域）

：健康相談・検診
：悠邑ふるさと会館
す：�すこやかセンター（社会福祉協議会）
：学校
：ドクターカー巡回
：�公民館
：図書館
：�子育てサポートセンター
：保育所
：休日診療情報（10：00～16：00）

●…内容や場所を示しています。

1 2 3 4
／●す

 ストレッチ＆ヨガ
 18:10～19:10

 カン・ビン・新
聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ

  （Ａ地域）

／●す断酒会
　19:00～21:00

  ベビーマッサージ＆
リフレッシュ教室
10:00～11:30
 芋畑集会所9:00～
10:00、田窪自治
会館11:00～12:00
 カン・ビン新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（Ｂ地域）

文化の日
 川本中学校文化祭
 悠邑ふるさと文
化展
 休日直接搬入（一
般家庭ごみに限る）

 邑智病院
加藤病院

 悠邑ふるさと文
化展

「泥かぶら」
　 川本公演
　 開場 18：00
　 開演 18：30

5 6 7 8 9 10 11
川本町産業祭
あおぞら図書館ま
つり

川本町あいさつの日
  キッズ☆キッチ
ン（3・4年）
15:30～17:00

 カン・ビン・新
聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ 

（Ｃ地域）

  ／
　 あそびのひろば＆えほ

んのじかん
　10:00～11:30

／
　 健康相談＆おでかけ

図書館デー（北公民
館9:30～10:00）
 ／●す

　ストレッチ＆ヨガ
　18:10～19:10

  邑智郡 小体連
ミニバスケット
ボール大会

  あそびのひろば
10:00～11:30
  キッズ☆トレーニ
ング（1・2年）
16:00～17:00

川本町一周駅伝
競走大会

 星ヶ丘クリニック
加藤病院

12 13 14 15 16 17 18
春夏秋冬を楽しむ
ウォーキング 冬
三原きんさいまつり

 私の弾くスタイ
ンウェイ

  キッズ☆キッチン
（5・6年）

　15:30～17:00

／
　 健康相談＆おで

かけ図書館デー
（西公民館
13:10～13:40）

 ／   
　 あそびのひろば＆

乳幼児相談
　10:00～11:30

 ／●す
　健康相談
　11:00～11:30

 キッズ☆アトリエ
（4～6年）

　16:00～17:00

  キッズ☆スタジ
アム（1～3年）
16:00～17:00

  あそびのひろば
10:00～11:30
／●す

　すこやか教室
　13:30～15:30

  キッズ☆トレー
ニング（3～6年）
16:00～17:00

  小学校学習発
表会

 河野医院
大隅医院

19 20 21 22 23 24 25
食育の日
しまね家庭の日

 島根中央高校
創立10周年 
記念式典

 わくわくデー（お
はなしシアター）
10:00～１１:30
 キッズ☆アトリエ

（4～6年）
16:00～17:00

勤労感謝の日

 邑智病院
天川クリニック

●す無料法律相談
　14:00～16:00

 あそびのひろば
10:00～11:30
 キッズ☆トレー
ニング（3～6年）

　16:00～17:00

 川本保育所発
表会
ゆうゆうカフェ

　13:30～15:00

 邑智病院
加藤病院

26 27 28 29 30
／

　 あそびのひろば
＆えほんのじかん

　10:00～11:30
／●す

　こころの健康相談
　13:30～15:30

 前眼科医院
波多野診療所

 休館日
 休館日 休館日

 休館日
 休館日  休館日

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日  休館日

《10月の納税》
◆町県民税
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料　

《11月の納税》
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料　　

※  必ず納期限までに納めましょう。

 休館日11/1（水）～11/21（火）
　高齢者の交通事故防止運動
11/9（木）～11/15（水）
　秋季全国火災予防運動
11/13（月）～11/19（日）
　女性の人権ホットライン強化週間
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川本町の人口 平成29年９月30日現在
※（　）は前月との増減

※ 住民基本台帳を基にした、平成29年9月中の異動状況

3,398人
（前月比 ＋1人）

（前年同期：3,442人）

合 　　計 男 1,575人（＋6人）
女 1,823人（－5人）

転　入　10人 出　生　 1人 その他　 0人
転　出　 7人 死　亡 3人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,516人
うち15歳未満    329人
世帯数           1,705戸

毎年恒例テント市開催！

TEL（0855）72-0123（川本町商工会）  TEL（0855）72-0636（役場産業振興課）主催：川本町産業祭実行委員会

車両通行止めの
お知らせ

（中央大通り）

11月５日（日）午前8時00分～午後5時30分は車両通行止め（関係車両をのぞく）
となります。ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。
※午前9時30分～午後4時30分は歩行者天国となります。

◆雨天の場合は、イベントを変更する場合もありますので、ご了承ください。
◆ドローン(無人航空機)の飛行に関しては、落下等により負傷者が出る可能性も
　想定されますので、会場周辺での飛行の自粛をお願いいたします。

◆雨天の場合は、イベントを変更する場合もありますので、ご了承ください。
◆ドローン(無人航空機)の飛行に関しては、落下等により負傷者が出る可能性も
　想定されますので、会場周辺での飛行の自粛をお願いいたします。

中央大通りにて 9：30スタート11月5日 日
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　今月号の発行にあたり、各所で開催された運動会を訪れました。学校や保育所、地区対抗の様子を観ていると、何
歳になっても勝ち負けにこだわる姿は良いものだなと思いました。

『三江線旅の思い出ノート』

地域おこし協力隊をご紹介！

　三江線で川本町を訪れた方々のメッセージをご紹
介します。

　長野県から移住してきました、曽我瞭です。
　町民の皆様１人１人が「だからこそ、川本。」
と胸を張れるよう、川本町の魅力を町内外に発
信していきたいと思います。どうぞ、よろしく
お願いいたします。

曽
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りょう
さん

(千葉県市原市出身)
平成29年10月１日着任
観光活性化コーディネーター
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29. ８.28
　今回、新婚旅行で三江線の旅を
しています。町の方のあたたかさ、
車窓の美しさに触れることがで
き、とても嬉しいです。
　来年に廃止ということでとても
残念ですが、機会が幸いしました
ら、またこの町に立ち寄りたいで
す。ありがとうございました。

富士ニュース（平成29年６月６日）より


